
　
太
秦
高
塚
古
墳
は
、
秦
・
太
秦
の
丘
陵
上

に
所
在
す
る
太
秦
古
墳
群
で
、
唯
一
現
存
す

る
古
墳
で
す
。
２
０
０
１
年
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
古
墳
の
形
状
や
保
存
状
況
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
古
墳
は
、
全
長
39
メ
ー
ト
ル
、
円
丘
部
の

直
径
37
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
７
メ
ー
ト
ル
で
、

２
段
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
１
段
目
の
平
坦
部
に
は
、
円
筒
埴
輪
列
が

巡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
墳
の
周
り
に
は
、
幅
約
７
・
５

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
濠
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
北
西
側
に
は
、
「
造
り
出

し
」
と
呼
ば
れ
る
ま
つ
り
を
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
区
画
が
墳
丘
に
付
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
こ
か
ら
人
物
・
水
鳥
・

鶏
・
家
・
盾
・
衣
蓋
な
ど
の
形
を
し
た
埴
輪

や
土
器
が
集
中
し
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
墳
の
頂
上
は
盛
土
が
大
き
く
流
出
し
て
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
側
で
主
体

部
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
南
側
よ
り
短
甲

（
よ
ろ
い
）
・
鉄
鏃
（
や
じ
り
）
・
鉄
斧

（
お
の
）
・
鐙
（
あ
ぶ
み
：
馬
具
で
足
を
か

け
る
道
具
）
な
ど
の
副
葬
品
の
鉄
器
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。

　
墳
頂
部
の
大
き
さ
か
ら
西
側
に
も
主
体
部

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
出
土
し
た
埴
輪
や
土
器
な
ど
か
ら
、
太
秦

高
塚
古
墳
は
５
世
紀
の
後
半
に
築
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
度
に
市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
復
元
整
備
を
行
い
、
２
０
０
２

年
４
月
１
日
に
「
太
秦
高
塚
古
墳
公
園
」
と

し
て
開
園
し
ま
し
た
。

（
寝
屋
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に
興
味

の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
21
日
（
水
）

　
　
・
11
月
18
日
（
水
）

　
　
・
12
月
16
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
13
時
半
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具
・
認
め
印

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
14
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
28
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室

　
10
月
31
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！
〜

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
15
日
（
木
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
13
日
（
金
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
火
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
火
）
支
払

太
秦
高
塚
古
墳

太
秦
高
塚
古
墳

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。

（
年
会
費
　
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

為
、
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
回
、
活
動
が
実
施
で
き
る
際
は
ぜ
ひ
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
つ
い
て

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
つ
い
て

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◇  

お

　願

　い  

◇

令和２年９月 （1）
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事 故 報 告

傷害 賠償

６
~
７
月

２
年
度
累
計

就 業 中

就業途上

1

1

0

0

合 計 2 0

就 業 中

就業途上

1

1

1

0

合 計 2 1



会員紹介制度について
   当センターにおいては、会員募集チラシの配布や出
張入会説明会などを行い、会員拡大に向けた取り組み
を行っています。
　より一層入会促進を強化する為、会員紹介制度を
行っています。
　会員の皆さんのご友人やご近所にお住まいの方で、
当センターへの入会をお考えの方はおられませんか？
　ご紹介いただき、その方が入会されましたら、紹介者
の会員の方へ1,000円相当の粗品をプレゼントしま
す！（会員１人につき２回まで）
　ご協力をお願いいたします。

　
今
年
度
よ
り
、
就
業
中
に
物
を
破
損
さ
せ
る
等
の
賠
償

事
故
が
起
き
た
場
合
、
保
険
の
免
責
１
万
円
を
会
員
の
方

に
負
担
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
業
会
員
が
複
数
人
い
る
場
合
で
、
事
故
の
原
因
と

な
っ
た
作
業
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
や
、
自
動
車
運
転

に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
就
業
会
員
全
体
で
負
担
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
近
年
、
セ
ン
タ
ー
の
車
両
を
破
損
さ
せ
る
事
故
等
が
多

発
し
、
就
業
先
で
発
注
者
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
軽
ダ
ン
プ
な
ど
セ
ン

タ
ー
の
備
品
を
使
用
す
る
場
合
は
、
き
ち
ん
と
管
理
し
、

不
具
合
や
事
故
が
あ
っ
た
際
は
必
ず
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
手
順
の
確
認
や
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
事
故
な
く
就
業
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

賠
償
事
故
の
対
応

　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、苦
渋
の
選
択

で
は
あ
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
の
安
全
確

保
を
第
一
に
考
え
、規
模
を
縮
小
し
て
、役
員

等
の
最
小
限
の
人
数
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
出
席
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
、広
瀬
慶
輔
市
長
、北
川
光

昭
市
議
会
議
長
、馬
場
才
健
康
福
祉
常
任
委

員
会
委
員
長
、南
浩
明
福
祉
部
長
の
皆
様
に

は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、非
常
に
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、ご
出
席
を
見
合
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
元
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
、監
査
報
告
及
び
役
員
の
選

任
並
び
に
定
款
の
一
部
変
更
、役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
ご
審
議
と
、令

和
２
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の
ご
報
告

と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
元
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、事
業
実
績
は
契
約
金
額
で
約

６
億
１
千
７
百
万
円
、就
業
延
人
員
で
は
１

５
３
，３
５
３
人
、就
業
実
人
員
で
１
，０
１

９
人
と
な
り
、契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、当
セ

ン
タ
ー
設
立
以
来
の
最
高
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
的

に
大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、出
張
入
会

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
結

果
、男
性
７
７
７
人
、女
性
４
１
２
人
、合
計

１
，１
８
９
人
と
前
年
度
と
比
べ
て
３
０
人

の
減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、出
張
入
会
説

明
会
や
新
た
に
街
頭
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
加

入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に
努
め

る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に
応
じ
た

多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、安
全
か
つ
適
正
な
就
業
が
推
進
で
き
る

よ
う
、役
職
員
一
同
、一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、は
な
は
だ
簡
単
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 2 年度定時総会が開催されました令和 2 年度定時総会が開催されました
　
令
和
２
年
度
定
時
総
会
が
６

月
４
日（
木
）午
後
１
時
よ
り
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

９
１
１
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
62

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た

令
和
２
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
寺
　壽
　
様
　

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
営
業
自
粛

等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対
し
て
、
国
か

ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
主
た
る
収
入
を
雑
所
得
で
確

定
申
告
し
た
個
人
事
業
主
も
対
象
と
な
り
、
要
件
を
満
た
し

た
上
で
申
請
が
必
要
で
す
。

　
●
申
請
期
間

　
　
令
和
２
年
６
月
29
日
　
〜
　
令
和
３
年
１
月
15
日

　
●
申
請
の
要
件

　
　
①
主
た
る
収
入
と
し
て
、
税
務
上
の
「
雑
所
得
」
で

　
　
　
確
定
申
告
し
て
い
る
こ
と
。

　
　※

配
分
金
よ
り
も
、
不
動
産
、
配
当
に
よ
る
収
入
や

　
　
　
年
金
が
多
い
場
合
、
派
遣
等
に
よ
る
給
与
が
あ
る
場

　
　
　
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　
②
２
０
１
９
年
の
配
分
金
の
総
額
を
12
で
割
っ
た
額
よ

　
　
　
り
も
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
の
月
単
位
で
の
配
分

　
　
　
金
収
入
が
、
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
月
（
対
象
月
）

　
　
　
が
あ
る
こ
と
。

　
●
書
類
の
準
備

　
　
①
確
定
申
告
（
青
色
か
白
色
）

　
　※

確
定
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

　
　
　
納
税
証
明
書
（
市
府
民
申
告
書
）
で
も
可
能
。

　
　
②
対
象
月
の
売
上
台
帳
（
エ
ク
セ
ル
等
で
の
作
成
も
可
）

　
　
③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　
　
　（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証
で
も
可
）

　
　※

た
だ
し
、
お
子
さ
ん
等
の
社
会
保
険
に
扶
養
さ
れ
て

　
　
　
い
る
場
合
は
、
申
請
不
可
。

　
　
④
通
帳
の
写
し
（
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
種
別
・

　
　
　
口
座
番
号
・
名
義
人
）
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

　
　
⑤
本
人
確
認
書
の
写
し

　
　
　
免
許
証
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
で
、
住
所
・
氏
名
・

　
　
　
顔
写
真
が
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の

　　
　
⑥
業
務
委
託
契
約
等
収
入
が
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

　
　※

３
種
類
の
書
類
の
中
か
ら
２
種
類
必
要
。

　
　
例
　
配
分
金
支
払
明
細
書
と
通
帳
コ
ピ
ー
等

　
申
請
は
、
持
続
化
給
付
金
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
行
え
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
苦
手
な
方
は
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
各
地

域
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
に
つ
い
て
は
、Ｈ

Ｐ
で
確
認
し
、
利
用
す
る
際
は
来
訪
予
約
が
必
要
で
す
。

令和２年９月 （7） 令和２年９月 （2）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター



令和２年９月 令和２年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、会
員
の

皆
様
方
に
は
、当
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、当
市
の
感
染
拡
大
防

止
策
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
市
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
た
人
及
び
患
者
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ
た

人
を
対
象
に
健
康
観
察
・
自
宅
待
機
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。健
康
観
察
の
対
象

と
な
り
外
出
で
き
な
い
間
、朝
・
昼
・
夕
の
食

事
を
無
料
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、日
用
品

の
買
い
物
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
お
り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、一
人

一
人
が
こ
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
の
徹
底
等「
新
た

な
生
活
様
式
」を
意
識
し
た
行
動
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
し
、今
後
、更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見

込
ま
れ
る
中
、活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様

が
働
き
続
け
た
い
、誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
意
欲
を
地
域
社
会
で
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、シ
ル
バ
ー
世

代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な

知
識
、経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」

を
提
供
さ
れ
る
な
ど
、「
自
主
・
自
立
、共
働
・

共
助
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、い
き
い
き
と

活
動
さ
れ
な
が
ら
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、市
民
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、よ
り
一

層
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
６
月
４
日
に
、公
益
社
団
法
人

寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和

２
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と

も
、健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
、更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、豊
か
な
経
験
や
知
識

を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、積
極
的
に
、

ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様

の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、就
労
を

通
じ
て
社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
、高
齢
者
が
生
き
が
い
を
実
感
で
き

る
機
会
を
提
供
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、地
域

社
会
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、よ

り
一
層
発
展
さ
れ
、高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
、

経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」を
提
供

す
る
高
齢
者
雇
用
の
拠
点
と
し
て
、重
要
な

役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、外
出
を
控
え
る
高
齢
者
の
方
が
増
え

る
な
ど
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、高
齢
者
の

方
々
が
、自
主
的
・
自
発
的
に
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、ま
た
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
、行
政
と
共
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞寝
屋
川
市
長

　広
瀬

　慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長

　北
川

　光
昭

令和２年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の拡大・促進を積極的に行い、会員への
就業機会の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。
２．指定管理事業

　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めます。
　また、打上川治水緑地に設置された有料駐車場の
適正な維持管理に努めます。
３．普及啓発事業

　事業に対する理解と協力を得るため、ホームペー
ジでの情報提供や入会促進用リーフレット等を配布
するなど、積極的な普及啓発活動の推進に努めます。
４．研修・講習会事業

　就業機会の拡大・確保を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした研
修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会を開催します。
６．安全・適正就業推進事業

　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」を活用し、適正
な就業の確立と不適正な就業の根絶に努めます。
７．職業紹介事業

　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。
８．労働者派遣事業

　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
内
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
と
利
用
金
額
の

25
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す（
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
一
人

５
，０
０
０
円
分
が
上
限
）。付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、買

い
物
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
利
用
す
る
為
に
は
、

　
　
⑴
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

　
　
　
　
　
ス
マ
ホ・Ｐ
Ｃ・
市
窓
口・
郵
送
等
で
手
続
き
可
能

　
　
⑵
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
・
申
込
み

　
　
　
　
　
ス
マ
ホ・Ｐ
Ｃ・
市
窓
口・
郵
送
・コ
ン
ビ
ニ
等

　
　
　
　
　
で
手
続
き
可
能

　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド・
暗
証
番
号
・
決
済
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
ス
の
Ｉ
Ｄ
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
が
必
要
。

　
　
⑶
　
チ
ャ
ー
ジ
　
も
し
く
は
　
購
入

　
　
　
　
　
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
期

　
　
　
　
　
間
内
で
の
利
用
が
対
象

　
寝
屋
川
市
で
は
、ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
を
お
持
ち
で
な
い
方
を
含

め
た
登
録
支
援
を
シ
テ
ィ・ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓

口
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ 経常増減の部
(1)経常収益
　1 受託事業収益 552,485,000
　2 労働者派遣事業等受託収益 4,000,000
　3 職業紹介事業受託収益 10,000
　4 受取会費 2,802,000
　5 受取補助金等 36,967,000
　6 指定管理者受託事業収益 169,964,000
　7 特定資産運用益 10,000
　8 雑収益 110,000
経常収益計 736,348,000

（2）経常費用
　1 事業費 726,883,000
　2 管理費 9,465,000
経常費用計 736,348,000
当期経常増減額 0
　当期一般正味財産増減額 0
　一般正味財産期首残高 81,008,000
　一般正味財産期末残高 81,008,000
Ⅱ 正味財産期末残高 81,008,000

令和２年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円
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　表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
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り
一
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の
ご
活
躍
を

期
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上
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す
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私
の
第
２
の
人
生

畑
中
　
克
己

　今
年
の
シ
ル
バ
ー
会
員
10
年
表
彰
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

拡
大
防
止
の
折
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、
総
会
が
ハ
ガ
キ

に
よ
る
表
決
方
法
と
な
り
、
会
員
の
参
加
な
し
で
役
員
・

理
事
で
の
少
人
数
で
行
わ
れ
た
。
在
会
10
年
の
表
彰
式
で
、

私
が
代
表
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
仲
間
も
、
体
力
に
自
信
を
も
っ
て

今
後
も
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　私
事
で
す
が
、
40
年
間
の
自
営
業
に
ピ
リ
オ
ド
。
公
の

職
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
先
々
タ
バ
コ
禁
煙
の
時
が
来

る
と
思
い
、
還
暦
の
年
、
正
月
元
日
に
家
族
の
前
で
タ
バ

コ
を
止
め
る
こ
と
を
約
束
し
実
行
で
き
た
。
お
か
げ
で
体

調
も
よ
く
、
今
日
ま
で
皆
勤
で
頑
張
っ
て
こ
れ
た
。
シ
ル

バ
ー
の
基
本
理
念
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
頭

に
入
れ
、
全
員
一
人
一
人
が
親
方
で
あ
り
社
長
な
の
で
、

責
任
あ
る
仕
事
を
行
い
、
経
験
豊
か
な
人
ば
か
り
の
職
場

で
す
。
尚
一
層
切
磋
琢
磨
し
て
、
無
理
の
な
い
勤
め
が
で

き
る
よ
う
、
協
力
し
合
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
拡
大
防
止
の

対
応
「
三
密
」
を
守
り
、
ま
た
暑
い
夏
、
水
分
補
給
を
し
っ

か
り
と
り
、
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
睡
眠
を
し
っ

か
り
と
り
、体
の
ケ
ア
を
行
い
、皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　最
後
に
私
の
座
右
の
銘

　「克
己
復
礼
」

　
令
和
２
年
度
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、
総
会

終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
新
役
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　
任
期
は
２
年
で
す
。

　
理 

事 

長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

　
副
理
事
長
　
乾
　
　
　
嘉
　
子

　
常
務
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事
　
大
久
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勝
　
次

　
理
　
　
事
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（
敬
称
略
順
不
同
）

令
和
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・
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役
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紹
介
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・
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年
度
　
役
員
紹
介

令
和
２
・
３
年
度
　
役
員
紹
介

令和元年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

685

19,733

597

132,901

71,489

335,198

5,333

565,936

197

6,247

368

37,605

10,737

89,633

1,965

146,752

4

1,855

19

116

55

2,274

110

4,433

 1,060,549

38,901,363

697,336

138,243,258

31,543,176

360,230,902

5,684,179

576,360,763

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

793人

426人

1,219人

112人

60人

172人

128人

74人

202人

777人

412人

1,189人

72.4歳

72.3歳

72.4歳

654人

365人

1,019人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

31,380,866

事務費
（円）

5,927,422

消費税
（円）

3,452,777

合　計
（円）

40,761,065746,60131,866

令和元年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額

513,297,689
4,087,777

47,032
2,676,000

35,981,000
164,153,490

10,928
16,833

720,270,749

707,261,923
6,621,977

713,883,900
6,386,849

449,997
449,997

5
5

449,992
6,836,841

78,919,624
85,756,465
85,756,465

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計

（２）　経常外費用
　　固定資産除去損
　　経常外費用計
　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　経常外増減の部

令和２年９月 （5） 令和２年９月 （4）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター
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、
睡
眠
を
し
っ

か
り
と
り
、体
の
ケ
ア
を
行
い
、皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　最
後
に
私
の
座
右
の
銘

　「克
己
復
礼
」

　
令
和
２
年
度
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、
総
会

終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
新
役
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　
任
期
は
２
年
で
す
。

　
理 

事 

長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

　
副
理
事
長
　
乾
　
　
　
嘉
　
子

　
常
務
理
事
　
大
久
保
　
勝
　
次

　
理
　
　
事
　
榊
　
原
　
貞
　
夫

　
　
　
　
　
　
塚
　
本
　
美
津
子

　
　
　
　
　
　
中
　
西
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
兼
　
治

　
　
　
　
　
　
畑
　
中
　
克
　
己

　
　
　
　
　
　
牧
　
村
　
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
博
　
昭

　
監
　
　
事
　
海
　
野
　
一
　
登

　
　
　
　
　
　
平
　
石
　
　
　
貴

（
敬
称
略
順
不
同
）

令
和
２
・
３
年
度
　
役
員
紹
介

令
和
２
・
３
年
度
　
役
員
紹
介

令
和
２
・
３
年
度
　
役
員
紹
介

令和元年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

685

19,733

597

132,901

71,489

335,198

5,333

565,936

197

6,247

368

37,605

10,737

89,633

1,965

146,752

4

1,855

19

116

55

2,274

110

4,433

 1,060,549

38,901,363

697,336

138,243,258

31,543,176

360,230,902

5,684,179

576,360,763

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

793人

426人

1,219人

112人

60人

172人

128人

74人

202人

777人

412人

1,189人

72.4歳

72.3歳

72.4歳

654人

365人

1,019人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

31,380,866

事務費
（円）

5,927,422

消費税
（円）

3,452,777

合　計
（円）

40,761,065746,60131,866

令和元年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額

513,297,689
4,087,777

47,032
2,676,000

35,981,000
164,153,490

10,928
16,833

720,270,749

707,261,923
6,621,977

713,883,900
6,386,849

449,997
449,997

5
5

449,992
6,836,841

78,919,624
85,756,465
85,756,465

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計

（２）　経常外費用
　　固定資産除去損
　　経常外費用計
　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　経常外増減の部

令和２年９月 （5） 令和２年９月 （4）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター



令和２年９月 令和２年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、会
員
の

皆
様
方
に
は
、当
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、当
市
の
感
染
拡
大
防

止
策
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
市
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
た
人
及
び
患
者
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ
た

人
を
対
象
に
健
康
観
察
・
自
宅
待
機
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。健
康
観
察
の
対
象

と
な
り
外
出
で
き
な
い
間
、朝
・
昼
・
夕
の
食

事
を
無
料
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、日
用
品

の
買
い
物
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
お
り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、一
人

一
人
が
こ
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
の
徹
底
等「
新
た

な
生
活
様
式
」を
意
識
し
た
行
動
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
し
、今
後
、更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見

込
ま
れ
る
中
、活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様

が
働
き
続
け
た
い
、誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
意
欲
を
地
域
社
会
で
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、シ
ル
バ
ー
世

代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な

知
識
、経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」

を
提
供
さ
れ
る
な
ど
、「
自
主
・
自
立
、共
働
・

共
助
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、い
き
い
き
と

活
動
さ
れ
な
が
ら
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、市
民
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、よ
り
一

層
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
６
月
４
日
に
、公
益
社
団
法
人

寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和

２
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と

も
、健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
、更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、豊
か
な
経
験
や
知
識

を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、積
極
的
に
、

ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様

の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、就
労
を

通
じ
て
社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
、高
齢
者
が
生
き
が
い
を
実
感
で
き

る
機
会
を
提
供
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、地
域

社
会
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、よ

り
一
層
発
展
さ
れ
、高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
、

経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」を
提
供

す
る
高
齢
者
雇
用
の
拠
点
と
し
て
、重
要
な

役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、外
出
を
控
え
る
高
齢
者
の
方
が
増
え

る
な
ど
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、高
齢
者
の

方
々
が
、自
主
的
・
自
発
的
に
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、ま
た
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
、行
政
と
共
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞寝
屋
川
市
長

　広
瀬

　慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長

　北
川

　光
昭

令和２年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の拡大・促進を積極的に行い、会員への
就業機会の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。
２．指定管理事業

　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めます。
　また、打上川治水緑地に設置された有料駐車場の
適正な維持管理に努めます。
３．普及啓発事業

　事業に対する理解と協力を得るため、ホームペー
ジでの情報提供や入会促進用リーフレット等を配布
するなど、積極的な普及啓発活動の推進に努めます。
４．研修・講習会事業

　就業機会の拡大・確保を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした研
修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会を開催します。
６．安全・適正就業推進事業

　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」を活用し、適正
な就業の確立と不適正な就業の根絶に努めます。
７．職業紹介事業

　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。
８．労働者派遣事業

　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
内
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
と
利
用
金
額
の

25
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す（
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
一
人

５
，０
０
０
円
分
が
上
限
）。付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、買

い
物
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
利
用
す
る
為
に
は
、

　
　
⑴
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

　
　
　
　
　
ス
マ
ホ・Ｐ
Ｃ・
市
窓
口・
郵
送
等
で
手
続
き
可
能

　
　
⑵
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
・
申
込
み

　
　
　
　
　
ス
マ
ホ・Ｐ
Ｃ・
市
窓
口・
郵
送
・コ
ン
ビ
ニ
等

　
　
　
　
　
で
手
続
き
可
能

　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド・
暗
証
番
号
・
決
済
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
ス
の
Ｉ
Ｄ
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
が
必
要
。

　
　
⑶
　
チ
ャ
ー
ジ
　
も
し
く
は
　
購
入

　
　
　
　
　
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
期

　
　
　
　
　
間
内
で
の
利
用
が
対
象

　
寝
屋
川
市
で
は
、ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
を
お
持
ち
で
な
い
方
を
含

め
た
登
録
支
援
を
シ
テ
ィ・ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓

口
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ 経常増減の部
(1)経常収益
　1 受託事業収益 552,485,000
　2 労働者派遣事業等受託収益 4,000,000
　3 職業紹介事業受託収益 10,000
　4 受取会費 2,802,000
　5 受取補助金等 36,967,000
　6 指定管理者受託事業収益 169,964,000
　7 特定資産運用益 10,000
　8 雑収益 110,000
経常収益計 736,348,000

（2）経常費用
　1 事業費 726,883,000
　2 管理費 9,465,000
経常費用計 736,348,000
当期経常増減額 0
　当期一般正味財産増減額 0
　一般正味財産期首残高 81,008,000
　一般正味財産期末残高 81,008,000
Ⅱ 正味財産期末残高 81,008,000

令和２年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円



会員紹介制度について
   当センターにおいては、会員募集チラシの配布や出
張入会説明会などを行い、会員拡大に向けた取り組み
を行っています。
　より一層入会促進を強化する為、会員紹介制度を
行っています。
　会員の皆さんのご友人やご近所にお住まいの方で、
当センターへの入会をお考えの方はおられませんか？
　ご紹介いただき、その方が入会されましたら、紹介者
の会員の方へ1,000円相当の粗品をプレゼントしま
す！（会員１人につき２回まで）
　ご協力をお願いいたします。

　
今
年
度
よ
り
、
就
業
中
に
物
を
破
損
さ
せ
る
等
の
賠
償

事
故
が
起
き
た
場
合
、
保
険
の
免
責
１
万
円
を
会
員
の
方

に
負
担
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
業
会
員
が
複
数
人
い
る
場
合
で
、
事
故
の
原
因
と

な
っ
た
作
業
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
や
、
自
動
車
運
転

に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
就
業
会
員
全
体
で
負
担
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
近
年
、
セ
ン
タ
ー
の
車
両
を
破
損
さ
せ
る
事
故
等
が
多

発
し
、
就
業
先
で
発
注
者
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
軽
ダ
ン
プ
な
ど
セ
ン

タ
ー
の
備
品
を
使
用
す
る
場
合
は
、
き
ち
ん
と
管
理
し
、

不
具
合
や
事
故
が
あ
っ
た
際
は
必
ず
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
手
順
の
確
認
や
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
事
故
な
く
就
業
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

賠
償
事
故
の
対
応

　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、苦
渋
の
選
択

で
は
あ
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
の
安
全
確

保
を
第
一
に
考
え
、規
模
を
縮
小
し
て
、役
員

等
の
最
小
限
の
人
数
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
出
席
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
、広
瀬
慶
輔
市
長
、北
川
光

昭
市
議
会
議
長
、馬
場
才
健
康
福
祉
常
任
委

員
会
委
員
長
、南
浩
明
福
祉
部
長
の
皆
様
に

は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、非
常
に
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、ご
出
席
を
見
合
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
元
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
、監
査
報
告
及
び
役
員
の
選

任
並
び
に
定
款
の
一
部
変
更
、役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
ご
審
議
と
、令

和
２
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の
ご
報
告

と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
元
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、事
業
実
績
は
契
約
金
額
で
約

６
億
１
千
７
百
万
円
、就
業
延
人
員
で
は
１

５
３
，３
５
３
人
、就
業
実
人
員
で
１
，０
１

９
人
と
な
り
、契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、当
セ

ン
タ
ー
設
立
以
来
の
最
高
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
的

に
大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、出
張
入
会

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
結

果
、男
性
７
７
７
人
、女
性
４
１
２
人
、合
計

１
，１
８
９
人
と
前
年
度
と
比
べ
て
３
０
人

の
減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、出
張
入
会
説

明
会
や
新
た
に
街
頭
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
加

入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に
努
め

る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に
応
じ
た

多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、安
全
か
つ
適
正
な
就
業
が
推
進
で
き
る

よ
う
、役
職
員
一
同
、一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、は
な
は
だ
簡
単
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 2 年度定時総会が開催されました令和 2 年度定時総会が開催されました
　
令
和
２
年
度
定
時
総
会
が
６

月
４
日（
木
）午
後
１
時
よ
り
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

９
１
１
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
62

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た

令
和
２
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
寺
　壽
　
様
　

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
営
業
自
粛

等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対
し
て
、
国
か

ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
主
た
る
収
入
を
雑
所
得
で
確

定
申
告
し
た
個
人
事
業
主
も
対
象
と
な
り
、
要
件
を
満
た
し

た
上
で
申
請
が
必
要
で
す
。

　
●
申
請
期
間

　
　
令
和
２
年
６
月
29
日
　
〜
　
令
和
３
年
１
月
15
日

　
●
申
請
の
要
件

　
　
①
主
た
る
収
入
と
し
て
、
税
務
上
の
「
雑
所
得
」
で

　
　
　
確
定
申
告
し
て
い
る
こ
と
。

　
　※

配
分
金
よ
り
も
、
不
動
産
、
配
当
に
よ
る
収
入
や

　
　
　
年
金
が
多
い
場
合
、
派
遣
等
に
よ
る
給
与
が
あ
る
場

　
　
　
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　
②
２
０
１
９
年
の
配
分
金
の
総
額
を
12
で
割
っ
た
額
よ

　
　
　
り
も
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
の
月
単
位
で
の
配
分

　
　
　
金
収
入
が
、
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
月
（
対
象
月
）

　
　
　
が
あ
る
こ
と
。

　
●
書
類
の
準
備

　
　
①
確
定
申
告
（
青
色
か
白
色
）

　
　※

確
定
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

　
　
　
納
税
証
明
書
（
市
府
民
申
告
書
）
で
も
可
能
。

　
　
②
対
象
月
の
売
上
台
帳
（
エ
ク
セ
ル
等
で
の
作
成
も
可
）

　
　
③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　
　
　（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証
で
も
可
）

　
　※

た
だ
し
、
お
子
さ
ん
等
の
社
会
保
険
に
扶
養
さ
れ
て

　
　
　
い
る
場
合
は
、
申
請
不
可
。

　
　
④
通
帳
の
写
し
（
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
種
別
・

　
　
　
口
座
番
号
・
名
義
人
）
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

　
　
⑤
本
人
確
認
書
の
写
し

　
　
　
免
許
証
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
で
、
住
所
・
氏
名
・

　
　
　
顔
写
真
が
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の

　　
　
⑥
業
務
委
託
契
約
等
収
入
が
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

　
　※

３
種
類
の
書
類
の
中
か
ら
２
種
類
必
要
。

　
　
例
　
配
分
金
支
払
明
細
書
と
通
帳
コ
ピ
ー
等

　
申
請
は
、
持
続
化
給
付
金
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
行
え
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
苦
手
な
方
は
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
各
地

域
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
に
つ
い
て
は
、Ｈ

Ｐ
で
確
認
し
、
利
用
す
る
際
は
来
訪
予
約
が
必
要
で
す
。

令和２年９月 （7） 令和２年９月 （2）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター



　
太
秦
高
塚
古
墳
は
、
秦
・
太
秦
の
丘
陵
上

に
所
在
す
る
太
秦
古
墳
群
で
、
唯
一
現
存
す

る
古
墳
で
す
。
２
０
０
１
年
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
古
墳
の
形
状
や
保
存
状
況
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
古
墳
は
、
全
長
39
メ
ー
ト
ル
、
円
丘
部
の

直
径
37
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
７
メ
ー
ト
ル
で
、

２
段
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
１
段
目
の
平
坦
部
に
は
、
円
筒
埴
輪
列
が

巡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
墳
の
周
り
に
は
、
幅
約
７
・
５

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
濠
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
北
西
側
に
は
、
「
造
り
出

し
」
と
呼
ば
れ
る
ま
つ
り
を
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
区
画
が
墳
丘
に
付
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
こ
か
ら
人
物
・
水
鳥
・

鶏
・
家
・
盾
・
衣
蓋
な
ど
の
形
を
し
た
埴
輪

や
土
器
が
集
中
し
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
墳
の
頂
上
は
盛
土
が
大
き
く
流
出
し
て
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
側
で
主
体

部
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
南
側
よ
り
短
甲

（
よ
ろ
い
）
・
鉄
鏃
（
や
じ
り
）
・
鉄
斧

（
お
の
）
・
鐙
（
あ
ぶ
み
：
馬
具
で
足
を
か

け
る
道
具
）
な
ど
の
副
葬
品
の
鉄
器
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。

　
墳
頂
部
の
大
き
さ
か
ら
西
側
に
も
主
体
部

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
出
土
し
た
埴
輪
や
土
器
な
ど
か
ら
、
太
秦

高
塚
古
墳
は
５
世
紀
の
後
半
に
築
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
度
に
市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
復
元
整
備
を
行
い
、
２
０
０
２

年
４
月
１
日
に
「
太
秦
高
塚
古
墳
公
園
」
と

し
て
開
園
し
ま
し
た
。

（
寝
屋
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に
興
味

の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
21
日
（
水
）

　
　
・
11
月
18
日
（
水
）

　
　
・
12
月
16
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
13
時
半
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具
・
認
め
印

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
14
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
28
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室

　
10
月
31
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！
〜

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
15
日
（
木
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
13
日
（
金
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
火
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
火
）
支
払

太
秦
高
塚
古
墳

太
秦
高
塚
古
墳

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。

（
年
会
費
　
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

為
、
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
回
、
活
動
が
実
施
で
き
る
際
は
ぜ
ひ
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
つ
い
て

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
つ
い
て

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◇  

お

　願

　い  

◇

令和２年９月 （1）
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傷害 賠償

６
~
７
月

２
年
度
累
計

就 業 中

就業途上

1

1

0

0

合 計 2 0

就 業 中

就業途上

1

1

1

0

合 計 2 1


